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１ はじめに 

   
 近年、社会経済情勢の変化により、少子高齢化、家族形態の多様化が進展し、地域の

絆や連帯感が薄れつつあります。地域コミュニティの機能低下が懸念される中、防災・

防犯、福祉、環境などの分野にて、これまでのような行政を中心とした対応のみでは解

決できない課題が増えてきました。 
 
長岡市では、市民一人ひとりが協働の主役としての役割を担い、お互いが支え合い、

つながり合う「笑顔いきいき・協働のまち長岡」を実現するために、長岡市市民協働条

例が平成２４年に制定され、協働のまちづくりを進めています。 
 
このような中、寺泊地域でも、地域全体のコミュニティ組織をつくり、地域内の一体

感を醸成し地域力の向上を図ることを目的とし、平成２５年度から「寺泊地域コミュニ

ティ推進検討委員会」を開催し、当地域の実情に合ったコミュニティの方向性について

４年間にわたり検討を行いました。 
 
その結果、「平成３０年４月１日にコミュニティ推進協議会を設立する」方針が確認

されました。コミュニティセンター化によって、今後更に地域の絆が深まるとともに地

域コミュニティが活性化され、市民と行政による協働のまちづくりがより一層推進され

ることを大いに期待するものであります。 
ここに４年間にわたって検討した結果についてご報告いたします。 
 

 
平成２９年３月  
寺泊地域コミュニティ推進検討委員会 

委員長  石 川 昌 幸 
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２ 寺泊地域のコミュニティについて      

 
（１） 現状と背景 

寺泊地域内の旧小学校区（寺泊・野積・郷本・本山・夏戸・大河津・山ノ脇）

７地区を単位に、78 町内会の住民自治組織が形成されている。 

各町内会は、それぞれ活動予算を持ち、地域コミュニティ活動を実施しているが、

少子高齢化が進みライフスタイルの多様化などから、住民のつながりが希薄になって

きている。 

今後ますます高齢化社会や核家族化が進行する中で、地域の結束力の強化や相

互支援が求められていることから、自らが考えて解決できる地域コミュニティ組織を確

立し、いわゆる「地域力」を強化する必要がある。 

 

（２） これからの地域コミュニティ 

少子高齢化が進む中、地域内の町内会や各種団体などが一体となって、地域

全体の課題等の検討や自主的な活動、情報交換などを行うことにより、地域住

民の相互交流と連携を深め、地域力の向上が求められている。 
 

３ 検討結果の内容 

 
（１） コミュニティの組織体制について（付属資料 P7参照） 

・ 寺泊地域を一つのコミュニティエリアとして「寺泊地域コミュニティ推進協議

会（仮称）」を設置し、中心組織となる。公民館分館（７分館）はコミュニティ

の分室的役割を果たすため、常に連携を図る。 
・ 推進協議会の運営を円滑に行うため運営委員会を置き、運営委員会は、各専門

部会の代表者、旧小学校区７地区（寺泊・野積・郷本・本山・夏戸・大河津・山

ノ脇）の自治会代表者で組織する。 
・ 活動の実働組織として、３つの専門部会と公民館分館部会を設置する。 

① まちづくり部会････地域活動の活性化、連携及び防犯・防災・交通安全並 
    びに環境美化・保全等に関すること。 

② 健康・福祉部会････福祉の向上及び健康保持並びに子育て支援・青少年の 
         健全育成に関すること。 
 



3 
 

③ スポーツ・文化部会････生涯学習及びに文化・芸術の振興並びにスポーツ 
  の振興に関すること。 

④ 公民館分館部会････従来からの分館活動を継続し、地域に密着した活動を 
         引続き実施していく。 

 
（２） 地域コミュニティの拠点施設について 

コミュニティセンターを開設するにあたり、活動の拠点施設は「寺泊センターお

おこうづ」の施設を活用し、旧小学校区にある地域会館もコミュニティ活動を行う

際に活用する。 
現センターおおこうづは、平成９年に建設された旧寺泊町農村環境改善センター

を利用した施設であり、行政サービスを行う事務室（出張所）、和室研修室、大小

研修室、図書室、農産加工兼調理実習室、多目的ホール、ゲートボール場等を備え

た施設です。その後、平成１４年に高齢者の介護予防事業やその他の福祉事業を実

施するため、地域型介護予防デイサービス事業の施設としてふれあいプラザおおこ

うづが、寺泊センターおおこうづ内の一部に整備・設置され、地域住民、行政、各

種団体等から幅広く利用されています。また、大河津児童クラブも開設されていま

す。 
今後、ふれあいプラザおおこうづが所管換えで寺泊センターおおこうづの施設の

一部として取り扱われることや、農産加工室の取り扱い等、寺泊地域コミュニティ

活動に合わせた施設として、一体的な施設整備を図ることは検討しなければいけな

い課題です。 
 
（３） 地域コミュニティの実施事業について（付属資料 P8 参照） 

今後の実施事業については、専門部会、運営委員会で検討し協議会事業として 
行うことになるが、初年度については、コミュニティ推進準備委員会、準備専門部

会で協議し決定する。出来ることから一つひとつ、課題解決に向けた取組みを行う

ことが重要であると考える。 
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４ おわりに 

 
  誰もが、家庭や地域の中において「笑顔」で心豊かに健康で安心して暮らせるまち

を実現していくためには、地域の住民や団体、行政等の地域を構成するそれぞれが、

お互いの責任と役割、持ち味を生かしながら、対等なパートナーとして、より一層の

連携・協力を深め、「地域の特性を活かした地域づくり」に取り組んでいく必要があ

ります。 
 
  これからも、より多くの住民の皆さんに「地域づくり」についてご理解を深めてい

ただき、地域の皆さんと行政が一体となり、一緒に知恵を出し合いながら協働して、

地域の特色を活かした「地域づくり」が活発に展開されることを期待するものです。 
 
  コミュニティ協議会の設立実現は、新たな出会いを醸す新しい組織体制づくりであ

ると考えております。平成２９年度はコミュニティ推進準備委員会に移行し、協議会

設立に向けた準備を進めていきたいと思います。 
  今後とも寺泊地域コミュニティの推進体制の構築に向け、着実に活動・検討してい

きたいと思いますので、関係各位のご理解、御協力をお願いします。 
 



※ 付属資料 

（１）寺泊地域コミュニティ推進検討委員会検討経過 

【平成２５年度】 

 

【平成２６年度】 

委員会等 開催日 議 題 等 

第１回 H26. 6.23 (1) 寺泊地域コミュニティ組織体制について 

(2) 寺泊地域コミュニティの拠点施設について 

(3) 今後の検討委員会の進め方について 

視察研修 H26. 8.22 ・長岡市日越コミュニティセンター 

・長岡市上川西コミュニティセンター 

第２回 H26.11.27 (1) 今後の検討委員会について 

第３回 H27. 3.18 (1) 今までの検討結果について 

(2) 今後の検討方法、スケジュールについて 

 

【平成２７年度】 

委員会等 開催日 議 題 等 

第１回 H27. 5.21 (1) 正副委員長の選出について 

(2) 今後の検討方法について 

第２回 H27. 7.23 (1) ワークショップ開催に向けて 

第１回 

ワークショップ 

H27. 9.17 60 人出席 ワークショップの趣旨説明後、部会に分かれ

て普段の活動内容を報告。 

寺泊でやりたいこと・期待することを自由発表。 

第２回 

ワークショップ 

H27.11.17  48 人出席 １回目のワークショップで出された意見を元

に、実現可能な事業について発表。 

第３回 H28. 1.21 (1)部会のスローガン（キャッチコピー）について 

委員会等 開催日 議 題 等 

第１回 H25. 6.19 (1) 正副委員長の選出 

(2) 長岡地域のコミュニティについて 

(3) 寺泊地域のコミュニティについて 

第２回 H25.10.16 (1) 寺泊地域コミュニティ組織について 

第３回 H25.11.28 ・勉強会 講演「コミュニティとはなにか？」 

 講師 長岡市関原コミュニティセンター長 中村 清

第４回 H26. 3.19 (1) 寺泊地域コミュニティ組織の区割りについて 
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第３回 

ワークショップ 

H28. 1.28  46 人出席 各部会で出された意見の発表。 

 部会スローガンを目指して、今後の事業の検討。 

第４回 H28. 3.23 (1) 寺泊地域コミュニティ組織及び事業内容について 

(2) 平成 28 年度のスケジュールについて 

 

【平成２８年度】 

委員会等 開催日 議 題 等 

視察研修 H28. 5.18 

 

H28. 5.19 

・新組コミュニティセンター 

・中之島コミュニティセンター 

・下川西コミュニティセンター 

・与板コミュニティセンター 

第１回 

ワークショップ 

H28. 6. 1 30 人出席 コミセン事業の絞込み 

第１回 

 

H28. 6.24 

 

(1) コミュニティ施設・組織の決定について 

(2) 広報紙「コミュニティだより」の発行について 

第２回 H28. 9.29 (1)「センターおおこうづ」のコミセン化に向けた課題 

(2) コミセン実施事業について 

第３回 

 

H28.12. 1 (1) コミュニティ推進協議会規約（案）と構成委員について

(2) 初年度における実施事業について 

第４回 

 

H29. 1.26 (1) コミュニティ推進協議会規約（案）及び組織（案）につ

いて 

(2) コミセン実施事業について 

(3) 「地域づくり講演会」について 

講演会 H29. 2.11 

 

「地域づくり講演会」 

 演題「実践に学ぶ これからの地域づくりへのヒント」 

 講師 高崎経済大学 教授 櫻井 常矢 

第５回 H29. 3. 9 (1) 「寺泊地域コミュニティ推進検討委員会」 

検討結果報告書（案）について 

(2) 平成２９年度の予定 
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・与板警察寺泊交番 

・消防団寺泊方面隊 

・寺泊町商工会 

・越後さんとう農業協同組合 

・寺泊観光協会 

・与板地区交通安全協会寺泊支部 

・市民活動団体・一般公募 

・町内会 

・社会福祉協議会寺泊支所 

・民生委員・児童委員 

・食生活改善推進委員 

・母子保健推進員 

・老人クラブ連合会  

・赤十字奉仕団寺泊分団 

・小中ＰＴＡ、保育園保護者 

・市民活動団体・一般公募 

・町内会 

・総合型スポーツクラブ 

・寺泊地区体育協会 

・寺泊芸術文化協会 

・寺泊地区スポーツ推進委員 

・社会教育登録団体 

・市民活動団体 

・一般公募 

・町内会 

まちづくり部会 健康・福祉部会 スポーツ・文化部会 公民館分館部会 

構 

成 

団 

体 

等 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

運営委員会（１７名）・会長（1 名） ・副会長（2 名）  

 

 

・寺泊分館・野積分館 

・郷本分館・本山分館 

・夏戸分館・大河津分館 

・山ノ脇分館 

（連携） 

寺 泊 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進 協 議 会 

会計監査（2 名） 

運営委員会以外から選出 

事務局 
広報委員会（各部会より 2 名） 

まちづくり部会３名、健康・福祉部会３名、スポーツ・文化部会３名、公民館分館部会１名、 

旧小学校区７地区（寺泊・野積・郷本・本山・夏戸・大河津・山ノ脇）の自治会代表７名 

７ 

（２）



（３） てらどまりコミュニティ実施事業（案）

交通安全

防災活動

防犯・安全パトロール

環境美化活動

高齢者事業

お茶の間交流

料理教室

高齢者の活動を増やす

・子育て中のママの精神的ケアとママのリラクゼーション

・医療機関等への送迎
・年代を分けたお茶の間会の実施

・料理教室

・地域のお茶の間(サロン)の充実

・子供とアクティブシニアの交流活動（遊び･スポーツ･食事）

・独り暮らし老人の支援事業

・コミュニティ送迎バス

・高齢者と若い世代の交流場所 　※ 社会福祉協議会と事業の
　　 調整が必要

・自主防災のやり方の情報交換

・地域防災訓練と学校の避難訓練の共催

・地域防災に中学生も参加

・青色回転灯装備車による自主防災パトロール

・全体敬老会の実施・高齢者のお茶飲みサロン･健康教室･趣味の会、

スローガン

・街灯･防犯カメラの設置、子供･高齢者の防犯パトロール

・地域一斉の自主防災訓練

・全町で花植栽活動

・寺泊音頭の復活

・共通の防犯マグネットを作成し、
防犯パトロールの実施

・不審者情報の発信

ワ ー ク シ ョ ッ プ 意 見 実　施　事　業
専門部会

　
ま
ち
づ
く
り
部
会 ・回覧板の活用（防犯対策の普及）

・地域花苗植栽、花壇の整備

・地域クリーン作戦（海岸～大河津地区全体に）

・子供達の通学時見守り、パトロール、安全確認の対策

　
健
康
・
福
祉

　
よ
り
そ
う
心
・
さ
さ
え
あ
う
力

　
笑
顔
で
イ
キ
イ
キ
 
住
み
よ
い
ま
ち
に
！

料理教室

子ども事業

健康体操教室

スポーツ

文化芸能
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・歴史関係講座

・地域を見直すツアー（地元を知る）

学習・趣味
・海遊びイベント（海を知ってもらう・塩を作ろう）

・町巡りウォーキングイベント

・地域全体で運動会

（すべての行事に参加、寺泊地域の意識を高める）

各種講座

（地域を良く知ろう会の人をボランティア活用）

・全体の運動会を実施

・寺泊おけさの推奨

・城跡、湖沼のマップ作り・トレッキングコースマップ作り

・寺泊検定

・児童館･児童クラブの充実

・健康相談室（講座）

・親子料理教室（食育）

・ヤングママの料理教室（伝統料理の伝承うや寺泊の食材）

　※ 公民館事業との
　　　　　棲み分けが必要

・寺泊ガイドの養成

　（防災と絡めたらどうか）

・スキー教室

・文化祭の見直し
　（マンネリ化している）

祉
部
会

力
で
み
ん
な
の
笑
顔
を
!

　
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
部
会

　
心
は
ず
む
寺
泊
 

い
い
夢
！
い
い
汗
 
い
い
笑
顔
!!!



（４）寺泊地域コミュニティ推進協議会規約（案） 
 

第１章 総則 
（名称） 
第１条 本会は、「寺泊地域コミュニティ推進協議会」(以下「協議会」という。)

と称する。 
（目的） 
第２条 協議会は、地域住民の連帯を深め、心豊かで明るく住みよい地域社会づく

りを推進することを目的とする。 
（運営の理念） 
第３条 協議会の運営は、地域住民の主体性と自主性を尊重し、地域住民の創意と

工夫により運営されなければならない。 
（会員） 
第４条 協議会会員は、長岡市寺泊地域に居住する住民、寺泊地域内の関係団体及

び関係機関の業務に携わる者をもって構成する。 
（事業） 
第５条 前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 地域コミュニティ意識の普及及び啓発に関すること。 
(2) 地域の安心・安全な生活環境づくり、地域づくりに関すること。 
(3) 地域の健康の増進、福祉の向上に関すること。 
(4) 青少年の健全育成に関すること。 
(5) 地域の伝統・文化芸術・生涯学習及びスポーツの振興に関すること。 
(6) 情報の収集と伝達などの地域コミュニティ活動の推進に関すること。 
(7) その他、協議会の目的に寄与する事業。 

 
第２章 組織 

（組織） 
第６条 協議会の運営を円滑に行うため、運営委員会、及び広報委員会を置く。 
２ 協議会の事業を推進するため、次に掲げる専門部会(以下「部会」という。)を

置く。 
(1) まちづくり部会 
(2) 健康・福祉部会 
(3) スポーツ・文化部会 
(4) 公民館（分館部会） 

 
第３章 役員 

（役員） 
第７条 協議会に次の役員を置く。この役員は運営委員会の正副会長を兼ねる。 
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(1) 会長      １名 
 (2) 副会長     ２名 
（役員の選任と任期） 
第８条 役員の選出は、運営委員会の委員の中から互選で選任する。 
２ 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
３ 前項の規定にかかわらず、役員は任期満了後においても、後任の役員が就任す

るまでその職務を行うものとする。 
４ 役員に欠員が生じた場合は補充し、その任期は、前任者の残任期間とする。 
（役員の職務） 
第９条 役員の職務は、次のとおりとする。 

(1) 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。 
(2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 

 
    第４章 運営委員会 
（構成） 
第 10 条 運営委員会は、第６条に定めるまちづくり部会から３名、健康・福祉部

会から３名、スポーツ・文化部会から３名、公民館分館部会から１名、旧小学校

区７地区の自治会代表７名で構成する。 
（任期） 
第 11 条 運営委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 前項の規定にかかわらず、委員は、任期満了後においても、後任の委員が就任

するまでその職務を行うものとする。 
３ 運営委員に欠員が生じた場合は補充し、その任期は、前任者の残任期間とする。 
（会議） 
第 12 条 運営委員会は、会長が招集し委員会の議長となり、次の事項を審議し、

決定する。 
(1) 協議会の事業の計画及び実施に関すること。 
(2) 協議会の予算及び決算に関すること。 
(3) 協議会規約等の改正に関すること。 
(4) 前各号に掲げることのほか、必要と認められる事項 

２ 会議は、過半数の出席で成立し、出席者の過半数で決するものとする。 
 
第５章 広報委員会 

（構成及び任期） 
第 13 条 広報委員会は、次の者をもって構成する。 

(1) 各専門部会２名 
２ 広報委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
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（広報委員会の業務） 
第 14 条 広報委員会は、正副会長と連携しながら次に掲げる業務を行う。 

(1) コミュニティセンターだよりの発行に関すること。 
(2) 行事案内チラシ発行等コミュニティ事業の案内等に関すること。 
(3) 前２号に掲げることのほか、協議会の目的及び事業に関する広報全般に関す

ること。 
 
第６章 専門部会 

（部会の構成） 
第 15 条 部会は、次の者をもって構成する。 

(1) 寺泊地域の住民で、事業に協力しようとする者。 
(2) 寺泊地域内で活動する各種団体の構成員。 
(3) 部会長から推薦された者。 

（部会の役員） 
第 16 条 部会に次の役員を置く。 

(1) 部会長  １名 
(2) 副部会長 ２名 

２ 前項の役員は、部会の会員の中から互選により選任する。 
（部会の役員の任期） 
第 17 条 部会の役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 前項の規定にかかわらず、役員は任期満了後においても、後任の役員が就任す

るまでその職務を行うものとする。 
３ 部会の役員に欠員が生じた場合は補充し、その任期は、前任者の残任期間とす

る。 
（部会役員の職務） 
第 18 条 部会役員の職務は、次のとおりとする。 
 (1) 部会長は、部会を代表し、部会を統括する。 
  (2) 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代行す

る。 
（部会の活動） 
第 19 条 部会は協議会の目的及び事業に基づいて、次に掲げる活動を行う。 

(1) まちづくり部会 地域活動の活性化、連携及び防犯・防災・交通安全並びに

環境美化・保全に関すること。 
(2) 健康・福祉部会 福祉の向上及び健康保持並びに子育て支援・青少年の健全

育成に関すること。 
(3) スポーツ・文化部会 生涯学習及びに文化・芸術の振興並びにスポーツの振

興に関すること。 
(4) 公民館分館部会 従来からの分館活動を継続 
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（部会の会議） 
第 20 条 部会の会議は、部会長が招集し、会議の議長となり、年間の事業計画案

の策定及び具体的な実施方法を協議し、決定する。 
(1) 部会の事業の計画及び実施に関すること。 
(2) 部会の運営に関すること。 
(3) 前２号に掲げることのほか、必要と認められる事項 

２ 会議は、過半数の出席で成立し、出席者の過半数で決するものとする。 
 

第７章 事務局 
（事務局） 
第 21 条 協議会の事務を円滑かつ適正に処理するため、事務局を「寺泊地域コミ

ュニティセンター」内に置く。 
２ 事務局員は、本会の運営に必要な事務及び会計の処理にあたる。 
３ 事務局員は、コミュニティセンター長及びコミュニティセンター主事とする。 
 

第８章 会計 
（会計） 
第 22 条 協議会の経費は、市補助金、活動に伴う収入、寄附金、その他の収入を

もって充てる。 
（会計年度） 
第 23 条 協議会の会計年度は、毎年４月１日から始まり翌年３月 31 日に終わる。 
（会計監査） 
第 24 条 協議会の会計の適正を期すため会計監査委員を置く。 
２ 会計監査委員は運営委員会以外の地域住民２名とし、委員会で選任する。 
３ 会計監査委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。 
４ 会計監査委員は会計監査を行う。 
 

第９章 雑則 
（その他） 
第 25 条 この規約に定めのない事項については、協議会の会長、副会長、及びコ

ミュニティセンター長の合議により決定する。 
（運営細則） 
第 26 条 この規約の施行に関し、運営細則を設けることができる。 
 
 

附 則 
 この規約は、平成 3０年  月  日から施行する。 
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（５）長岡市寺泊地域コミュニティ推進検討委員会開催要領  

 
 

（目的） 
第１ 本市は、寺泊地域におけるコミュニティ組織及びコミュニティセンターの開設に向

けて検討をするため、長岡市寺泊地域コミュニティ推進検討委員会（以下「委員会」と

いう。）を開催する。 
（任務） 

第２ 委員会は、次に掲げる事項について検討する。 
(1) 寺泊地域におけるコミュニティ組織に関する事項 
(2) 寺泊地域におけるコミュニティセンターの開設に関する事項 
(3) 寺泊地域おけるコミュニティの運営に関する事項 
（委員の構成） 

第３ 委員会は、各界各層及び長岡市民である 12 人以内の委員で構成する。 
（任期） 

第４ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。 
（委員長及び副委員長） 

第５ 委員会に委員長及び副委員長を置く。 
２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。 
３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。 
４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職 

務を代行する。 
（会議） 

第６ 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 
２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 
３ 委員会は、第２の事項を具体的に検討するため、委員会に部会を設けることができる。 

（庶務） 
第７ 委員会の庶務は、寺泊支所地域振興課において処理する。 

（その他） 
第８ この要領に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に 

定める。 
附 則 

 この要領は、平成２５年２月１５日から施行する。 
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（６）平成２５年度・２６年度 

寺泊地域コミュニティ推進検討委員会委員名簿 

役職名 氏 名 選 出 区 分 地域 備考 

委員長 石 川 昌 幸 公民館（寺泊公民館長） 寺泊  

副委員長 解 良 敏 雄 町内会長・民生委員 寺泊  

委 員 後 藤 敬一郎 地域委員会委員 寺泊  

委 員 小 林 洋 一 寺泊地区体育指導員 本山  

委 員 近 藤 雅 晴 寺泊地区体育協会 大河津  

委 員 佐 藤 芽栄子 ＰＴＡ・女性枠 夏戸  

委 員 中 村 房 子 寺泊交通安全協会 山ノ脇  

委 員 能 登 洋 一 生涯学習推進会議委員 寺泊  

委 員 長谷川 知 雄 社会福祉協議会寺泊支部長 夏戸  

委 員 古川原 大 樹 ＰＴＡ・地域枠 野積  

委 員 矢 引 美 幸 寺泊芸術文化協会 山ノ脇  

委 員 渡 辺 愛 子 ＰＴＡ・地域枠 郷本  

計 １２名    

 

（７）平成２７年度・２８年度 

寺泊地域コミュニティ推進検討委員会委員名簿 

役職名 氏 名 選 出 区 分 地域 備考 

委員長 石 川 昌 幸 寺泊公民館長 寺泊 再任 

副委員長 解 良 敏 雄 元町内会長・民生委員長 寺泊 再任 

委 員 後 藤 敬一郎 地域委員会委員 寺泊 再任 

委 員 小 林 華 子 市民活動団体 本山 新任 

委 員 近 藤 雅 晴 寺泊地区体育協会 大河津 再任 

委 員 中 村 房 子 寺泊交通安全協会 山ノ脇 再任 

委 員 能 登 洋 一 生涯学習推進会議委員 寺泊 再任 

委 員 長谷川 知 雄 社会福祉協議会寺泊支部長 夏戸 再任 

委 員 原 田 美喜子 市民活動団体 郷本 新任 

委 員 藤 田 利 子 寺泊芸術文化協会 大河津 新任 

委 員 力 石   勉 市民活動団体 野積 新任 

委 員 渡 辺 浩 美 地域委員会委員 大河津 新任 

計 １２名    
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   寺泊地域コミュニティ推進検討委員会 

        検討結果報告書 

        平成２９年３月 

 

長岡市寺泊地域コミュニティ推進検討委員会 

（事務局）長岡市寺泊支所地域振興課 


